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防 虫 科 学 節 42 巻-I
(いづれも拭兆特級)1g税政を約愉 こはかりメタノー









































































































































































防 山 科 学 邦 42 巻-Ⅰ
板の両肌にスポットすろ.つぎに,ヘキサン:アセト
ン沢披 (4:1)を出m桁妹として約 12cm出閃した
























































????????? ? ?? ?? ????????? ?? ?????? ??
?? ??? ??













































?? ?? ?? ?? ?? ??? ??? ??? ?




















































































































5. ツノE)ウムシ成虫の産卵におよぽす,JH様活性物質 methopreneの作用 況野白河,
fTl非正治 (大塚烈井株式会社経由工場耶2研究所) 51.9.24受W.
幼若ホルモン (JH)棟桁性を有するmethopreneは,Io月-4月に野外から採黙したツノロウム
シの産卵を,採卿 寺期に関係なく促進した.0･OiFLg/♀以上の処理薬包においては,産下された卵
のふ化が邪しく抑制された.
ツノロウムシは,和々の果樹,特用作物や庭木類に
布生し,年1回発生,6月下旬から8月下旬の幼虫期
を除くと.すべて成虫闇で生活する.さきに,叩者ら
は一). 2月から4月に採果した越冬成dlに.幼'1'T=ホル
モン (JH)様活性物質の methoprcncを処即すると,
托卵の開始する時期が早められ,0･04fLg/♀以上の処
刑典爪では,座下卵のふ化が著しく抑制されることを
靴l_'ftJl:.JH抗性を有する物質が昆虫の産卵を促す
ことは,他の和でも認められ1･2･-･8),その卵のふ化が
Frけ子されろことも印EBされている1,7).一般に,発育
段肺のある限られた柑如才,JH活性に高い感受性を
示すといわれている川.2･-4月に野外の寄主植物か
ら酌したツノロウムシ成虫は,加温によっても産卵を
開始し.その度合は.採卿寺川の遅いm肘 王ど巾い.
しかし,mcthopreneを処印したm体の産卵は.採災
時糊とは朋係なくtilめられ.-正朔rlq後に押卵がみら
れたl).今岡.こうした,mcthoprcneの苑卵におよ
ばす作用を.10-1月に採〃ル たツノロウムシ成虫に
ついて調べ,先紺 )の結果と合せて考察した.
本文に先立ち,報告をまとめるに際し,助言と論議
を取った大塚製薬株式会社第2研究所の島田秀弥,梶
岸務,釜田壷および石渡武敏の各位,供試昆虫の採集
に協力を戴いた郡隆雄氏 並びに本桐の校閲を賜わっ
た島牧大学農学部長沢純夫博士に心から感謝する.
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